
経緯工芸同人出陣壮行会記念（吉田丈夫氏提供）
前列左より丸山不忘、高村豊周、染川鐵之助、田澤

清美、河内三郎、篠井欽司

後列左より 吉田丈夫、 田中芳郎、
盟、辻光典

渡辺守治、 伊藤

中塩喜六入隊記念（中野特氏提供）

前列（坐位）右より原国政哲、手島修、中塩喜六、
永田大石、松田博
後列右より 中野将（腕章は「東京美術学校報国隊中
隊員」）、阿井正典、石塚清明、 安田光男、岩田健、
小川押

＿
論

理

学

論

⑭

学

徒

出

陣

戦
況
緊
迫
化
に
伴
っ
て
政
府
は
昭
和
十
八
年
九
月
、
学
生
生
徒
の
徴
兵
猶
予

の
停
止
を
決
定
し
、
次
い
で
十
月
二
日
、
勅
令
を
以
て
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時

特
例
」
を
公
布
し
、
徴
兵
猶
予
措
置
を
廃
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
満
二
十
歳
に

達
し
た
者
は
一
勢
に
徴
兵
検
査
を
施
行
さ
れ
、
同
月
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

理

学

網

要

須

藤

H
昭
和
十
八
年
九
月
、
上
級
生
（
四
年
生
）
が
繰

上
卒
業
し
た
た
め
、
我
々
＝
―
-
年
生
は
最
上
級
生
と

な
っ
た
。
そ
の
十
二
月
に
第
一
次
学
徒
出
陣
が
あ

っ
た
が
、
我
々
十
五
年
入
学
組
は
十
二
月
〔
正
式

に
は
十

一
月
二
十
四
日
〕
に
仮
卒
業
と
な
り
、
軍

隊
へ
行
っ
て
い
る
最
中
の
十
九
年
九
月
に
自
動
的

に
卒
業
と
な
っ
た
。
我
々
だ
け
が
卒
業
制
作
も
せ

ず
、
追
い
出
さ
れ
る
よ
う
に
卒
業
さ
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

満
二
十
歳
以
上
が
動
員
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は

新
聞
で
知
り
、
そ
れ
ま
で
は
何
も
知
ら
さ
れ
な
か

っ
た
。
美
校
は
浪
人
が
多
い
の
で
、
予
科
生
も
半

方
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

蒋
氏
（
彫
刻
科
）
の
文
で
あ
る
。
出
征
の
際
も
本
校
生
の
間
に
は
独
特
の
や
り

新
吉
内
田
老
鶴
圃

⑬

仮
卒
業
、
仮
修
了

同
年
十
一
月
二
十
四
日
、
学
徒
出
陣
（
同
年
十
二
月
）
の
た
め
三
学
年
生
徒

に
仮
卒
業
証
を
、
二
学
年
以
下
の
生
徒
に
は
仮
修
了
証
を
授
与
し
た
。

同一

年

二
•

O
O

た
「
教
育
二
関
ス
ル
戦
時
非
常
措
置
方
策
」
に
基
づ
い
て
理
工
科
系
お
よ
び
教

員
旋
成
諸
学
校
の
学
生
を
除
く
一
般
学
生
は
兵
役
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
同

年
十
二
月
一
日
に
は
第
一
回
学
徒
出
陣
が
実
施
さ
れ
、
学
生
、
生
徒
た
ち
は
一

斉
に
入
営
（
陸
軍
）
、
入
団
（
海
軍
）
し
、
ま
た
、

そ
れ
に
先
き
立
っ
て
十
月

二
十
一
日
、
明
治
神
宮
外
苑
競
技
場
で
出
陣
学
徒
壮
行
会
が
行
わ
れ
た
。
本
校

も
例
外
で
は
な
く
、
「
各
科
生
徒
級
別
現
員
表
」

(gJo
頁
）
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
れ
よ
り
登
校
者
数
は
激
減
し
、
ま
た
、
登
校
者
た
ち
も
長
期
の
勤
労
動
員
に

従
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
美
術
学
校
と
し
て
の
機
能
は
麻
痺
し
た
。

次
に
掲
げ
る
の
は
日
草
野
容
一ー一
氏
（
油
画
科
）
か
ら
の
聞
ぎ
書
き
と
口
中
野
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昭和18年3月23日、 池袋バルテノンのアトリニにお

ける海軍へ行く生徒の壮行会にて（草野容三氏提供）

草野容三、八幡健二、野々村一男、宮沢義郎その他

本校生、卒業生の外に落語家小さん、講談師大島伯

飴夫人、同息子等々が写っている。

分
く
ら
い
動
員
と
な
っ
た
。
動
員
と
決
ま
る
や
、
各
科
で
壮
行
会
を
や
り
、

我
々
は
毎
晩
騒
い
だ
。
暴
れ
た
い
連
中
は
裸
に
な
っ
て
、
筵
の
織
を
立
て
、

石
油
缶
を
叩
き
な
が
ら
上
野
駅
構
内
の
広
場
へ
行
っ
て
騒
い
だ
。
ヨ
カ
チ
ン

も
踊
っ
た
。
出
陣
前
な
の
で
人
々
は
大
目
に
見
た
よ
う
だ
が
、
東
京
駅
ま
で

縁
り
出
し
た
生
徒
た
ち
は
、
す
っ
裸
で
踊
っ
て
憲
兵
に
つ
か
ま
っ
た
。
白
琵
居

に
近
い
せ
い
だ
っ
た
ら
し
い
。

例
の
代
々
木
の
壮
行
会
に
は
全
部
参
加
し
た
。
雨
の
中
を
独
特
の
旗
を
立

て
て
行
き
、
目
立
っ
て
仕
方
な
か
っ
た
。
が
、
さ
す
が
美
校
！

と
い
う
感

じ
で
あ
っ
た
。
私
の
場
合
は
兄
弟
四
人
と
も
学
徒
出
陣
と
い
う
こ
と
で
新
聞

に
出
た
り
し
た
。

十
九
年
一
月
に
な
る
と
、
地
方
出
身
者
は
郷
里
へ
帰
っ
て
そ
こ
か
ら
出
兵

す
る
。
そ
し
て
、
み
な
散
り
散
り
と
な
っ
た
。

⑮ 口
昭
和
十
九
年
六
月

一
日
、
い
よ
い
よ
入
隊
の
当
日
と
な
り
、
我
が
家
で
は

親
子
の
別
れ
が
あ
り
、
父
に
手
伝
っ
て
造
っ
た
庭
の
前
で
記
念
の
写
衷
を
撮

っ
た
。
…
…
上
野
駅
東
口
広
場
は
す
で
に
各
大
学
の
出
陣
学
生
と
送
る
者
の

人
波
で
ご
っ
た
返
し
て
い
た
。
各
校
は
出
陣
学
生
の
数
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

円
陣
を
作
り
、
運
動
部
の
旗
を
翻
し
、
そ
し
て
声
を
限
り
に
、
何
時
も
は
歌

え
な
い
応
援
歌
を
唱
い
、
意
気
軒
昂
た
る
熱
気
に
わ
き
返
っ
て
い
た
。

そ
の
中
で
我
が
美
校
生
は
征
く
者
十
名
足
ら
ず
、
送
る
側
も
十
数
名
で
伝

統
の
ボ
ロ
服
多
く
、
中
に
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
農
民
一
揆
の
筵
旗
を
担

い
で
寝
巻
姿
の
者
も
い
る
状
態
で
、
余
り
気
勢
が
上
ら
な
い
。
こ
れ
で
は
先

輩
に
申
し
訳
な
い
、
一
丁
や
る
か
と
寝
巻
姿
が
、
や
お
ら
素
裸
に
な
っ
て

「ア

ー
リ
ャ
ラ
ラ
、
一
っ
よ
か
ち
ん
な
ん
じ
ゃ
ろ
な
：
・
…
」
と
気
合
を
入
れ

て
腰
を
ふ
り
ふ
り
全
員
で
踊
り
出
す
始
末
、
周
囲
も
こ
の
奇
妙
な
気
違
い
集

団
に
気
付
き
始
め
人
の
環
が
広
が
り
出
し
た
。
注
目
が
集
ま
れ
ば
そ
れ
に
乗

さ
が

る
の
が
美
校
生
の
性
、
然
し
や
っ
と
調
子
の
出
た
頃
に
は
監
視
中
の
鬼
よ
り

怖
い
恋
兵
の
目
に
止
ま
り

「
コ
ラ

ー
貴
様
ら
な
に
し
ち
ょ
る
」
の
大
音
声
で

サ
ー
ベ
ル
片
手
に
腕
章
を
巻
い

た
軍
服
が
向

っ
て
来
る
様
子
で
、
裸
の
連
中

は
着
物
を
抱
い
て
蜘
蛛
の
子
を
散
ら
す
様
に
人
ご
み
の
中
を
逃
げ
回
る
。
そ

の
滑
稽
な
様
子
に
腹
を
抱
え
な
が
ら
、
私
達
も
捕
ま
る
の
は
面
倒
と
日
の
丸

を
背
に
し
ょ
っ
て
逃
げ
た
。

こ
れ
こ
そ
美
校
生
の
真
骨
頂
と
、
久
し
振
り
の
「
チ
ャ
カ
ホ
イ
節
」
に
溜

飲
を
下
げ
て
、
私
達
は
元
気
を
出
し
て
汽
車
に
飛
び
乗
り
、
上
野
の
山
を
後

に
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
美
術
及
工
芸
統
制
協
会
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